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年 内   容 

1981 

1982 

1983 

1984 

1985 

1987 

1989 

1990 

1992 

1993 

1994 

1995 

1999 

2002 

2004 

2007 

2011 

2013 

・ボランティアによるおもちゃ図書館が東京三鷹市に開設 

・第 1回全国トイライブラリー連絡協議会（長野県軽井沢） 

・2月 26日おもちゃの図書館全国連絡会設立・世話人代表に小林るつ子就任。 

・おもちゃの図書館全国情報誌発行開始「トイポスト」と命名は第 5号より 

・第 1回日本おもちゃ図書館財団助成事業はじまる 

・第 4回国際トイライブラリー会議参加(カナダ・トロント市)これより 3年毎毎回参加 

・全国 7地区でブロック会議開催 

・つくろうおもちゃの図書館発行（1991ひろげようおもちゃの図書館 1992はばたけおもちゃの図書館） 

・10周年記念大会(全社協ホール)10周年記念出版「よっ Toyでおもちゃ図書館」 

・中国・台湾・シンガポール・マレーシアのおもちゃ図書館づくり支援 

・広がれボランティアの輪連絡協議会設立総会に参加 

・夏にサンタがやってきた！阪神大震災への援助活動 

・第 8回おもちゃの図書館国際会議 東京で開催 

・おもちゃの図書館全国連絡会 20周年記念事業 ・世話人代表に山下敏夫就任 

・新潟県震災支援 おもちゃキャラバン ・世話人代表に小泉康代就任 

・全国社会福祉大会で厚生労働大臣賞を受章 

・東日本大震災支援 おもちゃキャラバン 移動おもちゃ図書館の開催 

・おもちゃの図書館全国連絡会 30周年記念 第 4回おもちゃの図書館アジア会議 東京で開催 

平成２５年 10 月２３日発行/おもちゃの図書館全国連絡会 〒103-0028 東京都中央区八重洲 1-6-2 八重洲一丁目ビル 8 階 
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～関わって下さった皆様にたくさんの感謝を～ 

３０年を振り返りますと、日本のおもちゃ図書館はボランティア活動として大きく広がり、様々な出会

いと感動をもって継続されてきました。ファジイであることで、誰もが参加することができ、心のバリア

フリーを求めてまいりました。この活動は現在の社会で求められている、心のつながりを築く大切な活動

へと繋がっております。 

３０周年を迎えた今、これまでの歴史を踏まえ、開館してきた先人たちの思いを受け止め、さらにおも

ちゃ図書館が、そこに在ることを大事に、地域のニーズにあった活動を進めることに意義があると考えま

す。おもちゃの図書館全国連絡会は、各地のおもちゃ図書館が、スムーズに運営することができ、さらに

充実、活発になりますことを願っております。社会状況の変化から、なかなか思うようなご支援を受ける

ことは難しい時代になって参りましたが、全国のネットワークをフルに活用し、おもちゃ図書館の応援団

として元気に活動を進めてまいります。 

今まで支えてくださいました皆様に、心から感謝を申し上げます。これからもよろしくお願い致します。 

 

おもちゃの図書館全国連絡会 世話人代表 小泉康代 
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30周年おめでとうございます。32年前待ちに待ったお

もちゃの図書館が三鷹に出来て喜び勇んで出かけたあの

日の事が思い出されます。障害を持った子供達が楽しみに

行く場所が出来て、親子とも幸せでした。大勢の親子が集

まり賑やか、友達と交流し喜びを感じる楽しい場所でした

。その子達が喜び楽しめる場所がずうっと続いて運営出来

ますようにと出来た全国連絡会も 30周年、これからも大

勢の子達が喜ぶ幸せの場所の発展祈っています。  

  三鷹おもちゃ図書館 元代表 谷津三保子  

30周年、おめでとう！ 

「怪しい団体ではありません！全国に仲間がいて活動し

ているんです。それに、ちゃんと全国連絡会という組織も

あって情報も共有できるんです。ぜひ、ここでおもちゃの

図書館を開館させて下さい！」もう２８年も前、リーフレ

ットを持って公民館の館長にお願いに行った時の事です。  

今でも、ＯＫが出た決め手の一つは、全国連絡会・・と

いう言葉だったと思っています。だって、地域の小さな公

民館でするボランティア活動が、全国と繋がっているなん

て、そうそうありません。ボランティアにとっても、全国

連絡会というのは今でも灯台のようなものです。いつもあ

りがとう！これからもよろしく！ 

おもちゃの図書館おもちゃの家でんでんむし  

篠原敬子 

 

 

おもちゃの図書館全国連絡会設立３０周

年おめでとうございます。 

国際障害者年を契機に誕生したおもちゃ

図書館もあっという間に全国各地に広がり

その翌年全国連絡会が設立されてから、は

や３０年が経ちました。この間紆余曲折は

ありましたが子どもの笑顔にささえられ、 

子どもがおもちゃで遊ぶのを喜ぶだけでな

く、それらを取り囲むお母さんやボランテ

ィアも楽しい時を過ごしてきた３０年でし

た。 

 現在、全国に５００を超えるおもちゃ図

書館が、これからさらに元気で活躍できる

よう、そしてノ－マライゼ－ションの理念

に基づいたおもちゃ図書館が、地域の中で

街づくりの一翼を担ってゆけるよう、全国

連絡会に期待し、これからの３０年４０年

であってほしいと願っています。 

ますますの発展を祈念いたします。 

全国社会福祉協議会 

ボランティアセンター元副所長 鈴木広子 

 

おもちゃの図書館全国連絡会３０周年に寄せて 

 

ルーテル学院大学大学院 社会福祉学専攻主任 教授 

おもちゃの図書館全国連絡会 相談役       和田 敏明 

 

おもちゃの図書館全国連絡会３０周年おめでとうございます。障がいのある子もない子もお

もちゃで一緒に楽しく遊び、友達が広がる素晴らしい活動が、ボランティア、父母、多くの支

援者の参加・協力を得て全国各地に広がってきました。この間に、おもちゃの図書館で楽しい

時間を過し、人と人とのつながりを経験した、多くの子ども達が育った事は素晴らしい事です。

この活動は、子ども達にとっては、友達が出来る、楽しい、無理なく思わず体を動かす、適度

な精神的刺激、行くことが楽しみになり生活にメリハリが出来、閉じこもらなくなる効果があ

り、活動に参加している父母、ボランティアには、障がい児への理解や人格的関係作りに大き

な効果があります。活動がさらに広がり地域にしっかり根付くためには、おもちゃの図書館全

国連絡会の情報提供、研修、助成、社会資源との調整等が不可欠です。力を尽くしていただき、

子ども達の笑顔がさらに広がる事を祈念しております。 
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☆☆白石おもちゃ図書館（会員 NO.1）北海道札幌市       
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆浦和トイライブラリーおもちゃ箱（会員 NO.２）埼玉県さいたま市 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 ※会員ＮＯ．３の岩見沢おもちゃライブラリーも活動中です。 

おもちゃの図書館全国連絡会の発足当時から 30 年以上にわたって活動をされているおもちゃ図書館

が、現在も約３０館あります。今回はその中から会員番号順に 10館の皆様から、30年間活動を継続する

上でのご苦労や工夫など、アンケート方式で伺いました。おもちゃ図書館の規模や成り立ちは様々では

ありますが、30 年間活動を続けている皆さんの活動から、全国の皆さんもそれぞれ参考になることが見

つかるのではないでしょうか。30 年という長い活動への想いを短い文章の中に納めていただくのは大変

なことだったと思います。ご協力いただいた「30周年」の皆様、ありがとうございました。 

 

 

≪コメントの内容≫ 
①開設のきっかけ ②開設年月日 ③現在の運営形態  
④最大の危機は？ ⑤危機をどう乗り越えましたか？  
⑥活動 30年に寄せてメッセージ 
 

①国際障害者年に初めて札幌で開設  ②1981年 12月  

③利用の対象者は障がい児のみ 

④最大の危機は今です。 

長年の活動場所が昨年、耐震の関係で取り壊されてしまい、閉館

を考えています。 

⑤⑥活動場所が耐震の関係で取り壊されたので閉館と考えてい

ましたが、お母さん方からどうしても続けて欲しいと強い要望が

あり、なんとかしなければと思い手さぐりの状態ですが活動を進

めています。障がいを持つ子を在宅で育てている家庭を精神的な

ふれあいをサポートできる行事を重点に考えていますのでこれ

からもどうぞよろしくお願いいたします。（此田麗子） 

 

①多動の息子とあてもなくさ迷っていた時、おもちゃの図書館

と出会い、障害児が気兼ねなく遊べる場所であることを知った。

同年発足した全国連絡会からおもちゃの寄贈を受け、小林るつ

子さんの後押しや地域のボランティアの協力のおかげで開館に

こぎつけました。 

②1983年 6月③ボランティア活動 

④⑤精神障害の青年が自分の意見を通そうとして、ボランティ

アと対立、他の親子にも危害を加える心配があったので、やむ

なく休館。しばらく休館したのち、落ち着いてから再開しまし

た。 

 

ひなまつり会 

⑥３０年の間に数えきれないぐらいのこどもや老若男女のボランティアが入れ替わり立ち替わりおもちゃ

箱で活動しました。スタートは自助的色合いが強かったものの、遊びの中から学びあい、助け合い、立派

なボランティアグループとして息の長い活動が出来たのも利用する人たちを含め、関係者のあたたかいつ

ながりがあったからだと思います。（石澤希代子） 

 

皆さんの会員ＮＯは何番ですか？現在一番新

しい番号は 722番（連絡会には現在約 420館が

加盟） 今回、なんと一桁の番号の会員さんが

8館も活動を続けていらっしゃいました！ 
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☆☆苫小牧市おもちゃライブラリー（会員 NO.４）北海道苫小牧市 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆☆おもちゃ図書館うえだメリーゴーランド（会員 NO.５）長野県上田市 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆おもちゃ図書館あそびむし（会員 NO.６）東京都板橋区 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①1981年、国連提唱の国際障害者年で「障害者の完全参加

と平等」に共鳴。各関係機関に働きかけ、配分金を受ける

ことが出来、旭川、大沼、網走と開設。道女連関係では 4

番目に開設いたしました。 

②1982年７月 ③苫小牧市社会福祉協議会と苫小牧市婦人

団体連絡協議会との共同設置 

④⑤現在も続いている事で、利用者の減少です。障害児の

み対象にしていますので、今後はどうするべきか、検討中

です。 

 

 

①③全国的な開設の動きと、県内他館の先輩方のアドバイス

を受け、（知的しょうがい児通園施設）蓮の音こども園内に

開設、活動はボランティアによって運営され、現在に至って

います。 

②1983年 4月 

④⑤継続して活動できるボランティアの確保が難しい時期

もありましたが、おもちゃドクター「おもちゃの救究隊うえ

だ」の皆さんの協力を得て、おもちゃのメンテナンスを充実

させつつ活動を続行しています。 

 

 

⑥開設してから 31年間、年齢制限はありませんので早くから来ている子どもたちはもう青年になりました。

月日の早さを痛感しております。少子、高齢化は私どもも、一番感じています。ボランティアも高齢化して

います。いろいろ考え周囲のボランティア団体に応援をたのんだりしながら続けております。お母さま方か

ら、ここに来るとホットするという、この一声で頑張っています。（吉村美津子） 

 

 

 

⑥常設のおもちゃ図書館として、また、地域の中での移動おもちゃ図書館を通じ、おもちゃを介して人

と人とが繋がる楽しさを目の当たりにしています。地域の中でのニーズは変遷していきますが、開設当

時からの「ふらっと来て、ほっとして帰れる」場の提供を、形を変えて続けていきたいと思います。 

                                                  （菊池久美子） 

 

 

 
①脳性麻痺のお子さんの親御さんがご自宅で始めたのがき

っかけと伺っています。 ②1982年 2月 

③現在は、心身障害児総合医療療育センター内で、第１・第

３月曜日、毎週水曜日 １０：００～１６：００に開館して

います。 

④高齢を理由に次々とボランティアさんが辞めてしまった

時が最大の危機でした。 

⑤板橋区のボランティア情報誌に募集を募り、幸いにも２名

の方が新に参加してくださいました。 

 

⑥障がいを持つお子さんやその兄弟姉妹さんの利用が多かったのですが、３年ほど前からホームページを通

じ若い親御さんたちに口コミで広がり、健常のお子さんの利用が増えました。毎回、親御さんとお子さん合

わせて平均５０人、多い時は７０人以上来館されます。今後の目標は、おもちゃの充実に加え、開館日を増

やすことができたらと思っております。（安達恵） 

 

 

 



５ 

 

☆☆松本おもちゃ図書館（会員 NO.８）長野県松本市 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆町田おもちゃの図書館（会員 NO.１３）町田移動おもちゃ図書館 東京都町田市 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆新潟おもちゃライブラリー（会員 NO.１４）新潟県新潟市 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①国際障がい者年ということで、全国各地でおもちゃ図書館開設の動きがあ

り、松本でも開設された。②1981年 9月 

③現在は松本市の子ども福祉の一環として委託事業契約を結び、市内２個所

で月に各 2回ずつ開館、その他出張開催や各種イベントへの参加など、年間

延べ 50回以上開館している。 

④⑤市委託契約を結んだことで資金面などはかなり楽になったが、他のおも

ちゃ図書館とは少し考え方が行き違ってしまったりしたこともあるが、創成

期から携わるメンバーが地道な活動を続けたことで、今までいい形でバラン

スをとってこられた。ボランティアが減少した時期もあったが、利用者の中

で手伝ってくれそうな人に声をかけたりして、少しずつ増やし、ベテランか

ら若手まで幅広い年代のボランティアを確保することができている。 

⑥ボランティアを始め、様々な形で協力してくださる方々に支えられて活動

できることを感謝しています。開設当初親子で参加していた方が、母になり

祖母になり子どもや孫を連れてまた来てくれています。これからも多くの親

子連れに寄り添うおもちゃ図書館でありたいと願っています。（熊沢早紀） 

 

①③開設時は一つのホールを交代で使っていましたが、今はキャ

スター付のおもちゃ棚を収納する場所があり、ホールに出して展

開しています（月３回）。また移動は車におもちゃが常時積んで

あり、子どもからお年寄りまでの施設等を回っています。 

②1982年 6月 

④⑤移動おもちゃ車の運転者さんが急病で倒れた時。 

職員や他のボランティアでかわりを努めました。幸いなことにす

ぐ次ぎの方が２名決まりました。 

⑥「三鷹おもちゃの図書館」の記事が新聞に載ったので、早々見学にいきました。そこは、社協の建物

を利用して「おもちゃの図書館」を開館していました。しかし、私が拠点として活動するには、場所を

見つけなければならないと思い、町田市三輪町に小さな家を建てそこを拠点として「町田おもちゃの図

書館」と「２才児保育クラス」「学童保育」「リトミック教室」等の活動を始めました。現在、おもち

ゃの図書館は法人の公益事業となり保育園のホールで活動しています。（山田スエ・吉浦三知子） 

 

 

①ボランティアで運営していた障害児幼児の母子通園施設が公的

施設ができることで閉園、その施設にあった「おもちゃバンク」

をなんとか活かす道はないかとおもちゃライブラリーを開設しま

した。②1982年 4月 

③障害児を中心に健常児にも開放。運営はボランティアグループ

「新潟おもちゃの会」新潟市総合福祉会館での開館のほか、小児

医療センターでの移動おもちゃライブラリーなど 

④障害児の成長や様々な事情に伴い、利用者が減り、健常幼児が

多くなってしまいました。⑤大きくなった子のお母さん方でグル

ープを作り夕方遊べる日をつくった。また利用時間を幼児に合わ

せる、障害児のためには医療センターでの活動を充実させました。 

⑥差別と偏見に悩むお母さん達との出会いから「共に生きる町作り」を目指して活動をしてきました。 

幼児から共に遊び育つ場は大切だと思い、お仲間に入れて頂き多くの事を学ぶことができました。お母

さん達が前向きになった時、素晴らしいエネルギ－をもち、社会を変える事をしりました。おもちゃ図

書館の役割は大きいと思います。これからも益々の発展を祈ります。（高橋芳子） 

 

 

 



６ 

 

 

 

 

20１３年 10 月 1 日  メイン会場：子どもの城  他都内サテライト会場 2２カ所 

           主催：とうきょうプレイデー実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

［とうきょうプレイデー］とは・・・1987 年からイギリスで実施されている Playday を参考にして今年

から実施する「子どもが遊ぶことの大切さを祝う日」です。子どもたちが遊ぶ環境は、都市化、少子化、地域

コミュニティの衰退、車優先の社会などさまざまな要因から、厳しい状況にあります。私たちは、子どもたち

の笑顔があふれるまちは、大人にとっても暮らしやすいまちだと考え、この遊ぶ環境を少しでも改善していき

たいとこのキャンペーンをスタートすることにしました。 

 

当日はあいにくの雨でした。新しくできたおもちゃサロ

ン専用の部屋「おもちゃのお部屋」の開所式と、とうきょ

うプレイデーを合わせて行いました。おもちゃのお部屋の

完成を祝い、日頃おもちゃサロンに支援をいただいている

区民の方に感謝の気持ちをこめて、手作りの感謝状をお渡

ししました。10 時のオープンからは 30 名ほどの親子が遊

びに来てくれました。初めてのお部屋で、新しい棚からお

もちゃを選んだり、白いダンボールの家に絵を描いたり。

明るい声と笑顔のあふれるにぎやかな１日になりました。

今までは月一回の開催でしたが、10 月からは毎週金曜日の

開催になりました。おもちゃサロンを心待ちにしてくれて

いるお子さんもいるので、とうきょうプレイデーを新たな

スタートとして、活動を続けていきたいと思います。 

（すみだおもちゃ図書館 小古山） 

 

 

 

 

おもちゃの図書館全国連絡会は、ＴＯＫＹＯＰＬＡＹが中心となって呼びかけている「とうきょうプレ

イデー」の趣旨に賛同し、都内の様々な遊びにかかわる団体とともに発起人団体としてこのイベントに参

加しました。10 月 1 日都民の日の当日、「サテライト会場」の一つとして、荒川おもちゃ図書館子育て交

流サロン、すみだおもちゃ図書館もそれぞれプレイデーをお祝いしました。 

 おもちゃ図書館では 5 月 28 日を「ワールドプレイデー」として遊びの大切さを再認識する日として世

界各国で提唱しています。今年のアジア会議において、3 日目のワールドプレイデーのイベントでは、他

団体の皆様にも広くご協力をいただき、多くの方に参加していただくことができました。こうした遊びに

かかわる活動をしている人や団体が横のつながりを持ち、遊びの大切さについて広く社会に啓発していく

活動は今後、より大切になると考えています。 

 

「日頃の館内で使用して居る玩具とは違う遊び。いつもとは違う感覚で

楽しめる遊び」として、初めて館内以外（隣室ボランティア活動サロン）

でのイベントの開催でした。 「終了時間が４５分過ぎている！」とボ

ランティアさんに声掛けされる程の人気で、皆、笑顔一杯で楽しんで居

ました。帰りには、「記念に」と描いた模造紙絵を持ち帰った人達や、

ママ達に、後片づけのお手伝いや「楽しかったわ」と声を掛けて頂き、

ほっとしました。（荒川おもちゃ図書館子育て交流サロン 堀内） 

 

おもちゃサロン開所式（すみだ） 

部屋いっぱいのお絵かき（荒川） 
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≪おもちゃ名≫ ままごとキッチン    たばしね学園おもちゃ図書館（岩手） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 
皆様のおもちゃ図書館にもご自慢のおもちゃはありませんか？ 

ぜひ紹介してください！ 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台風 26号のニュースを聞きながら、10年に一度とかこれまでに経験したことのないとか災害の予報の言

い方が変わって来たのを実感しています。皆さんに被害がないことをお祈りしています。 

 

先日事務局に「借りたおもちゃを壊してしまったのだがどうしたらいいですか？」という問い合わせがあ

りました。お問い合わせ下さった方が直接借りた図書館に電話なさらなかった理由はわかりませんが、今後

も事務局としては、『通常は、壊れた物もそのまま返していただいて大丈夫なはずですが、一応借りたおも

ちゃ図書館にも確認して下さい』とお答えします。それでは都合が悪いという所はお知らせ下さい。また、

貸し出しや返却の決まりについては、各おもちゃ図書館にて（簡単なものでも良いので）利用する方にもわ

かりやすくあらかじめ示しておかれると良いかと思います。 

相談員は毎週木曜日 11時から 17時にいます。その他、簡単なご相談ならいつでも事務局にてお受けして

います。 

 

 

 

相談日：毎週木曜日 

時 間：午後１時～５時 

相談員：松原ミチ・岸節子 

TEL:０３-３２７２-００７２ 
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  第 13 回国際トイライブラリー協会の国際会議が開催されます 

    2014 年 8 月 18 日～22 日 韓国グロ市にて 

   ※申し込みや詳細についてはわかり次第お知らせします 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 
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☆平成２５年度 おもちゃの図書館全国連絡会 地区研修会  
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☆ＴＯＹらいぶらりあん（おもちゃ図書館ボランティアリーダー）養成講座（中級） 
  ■日程：20１４年１月２５日（土）・２６日（日）           

■会場：専修学校 朋友柔道整復専門学校（東京都荒川区東日暮里 6-25-13） 

■対象：ＴＯＹらいぶらりあん養成講座初級修了者 かつ おもちゃ図書館のボランティアとして 

    おおむね 3 年以上の活動実績がある方。ただし、今年度は初級を修了していない場合も 

    3 年以上の活動実績がある方に限り受講可能といたします。 

■主催：おもちゃの図書館全国連絡会 

■要綱ならびに申込書はおもちゃの図書館全国連絡会ＨＰからダウンロードできます。 
 
ƫǑȉǨȊᶫ ȨɨȶɈɩȮɁȸǵ Ṹƫ 
ȨɨȶɈɩ ȵɡɂ 1500ЛɵȱɁɆɱɎɁȮ 1 300Л  
ș ṸǞǭǋȅǠƳ ҲǲƲȢɗɱɆǲǰǍǥ ʤǜǋ  
ɒɱȭ ɔɩɶ ɵ ֺ  

  Ħ Ǟ ȆƲǑᵂǋֻȖǢǶЋᶮ ̝˗ҵᾯȅǮ 
   ǒȐȉ ǓȾȤɱɫɶɇǮǔȅǠƳ 

インフォメーション   

【震災支援金の口座】 

三菱東京 UFJ 銀行 築地支店 

(口座番号) ００７７７３５ 

（口座名） 

おもちゃの図書館全国連絡会 

代表 小泉康代 災害支援口 

 

【賛助会費の口座】 

三菱東京 UFJ 銀行 築地支店 

(口座番号) １２８５４１９ 

（口座名） 

おもちゃの図書館全国連絡会 

代表 小泉康代 会費口 

 

Ҟ̝ ʥֿ  

  代田おもちゃライブラリー 澤田妙子 清水洽子 清水俊明 

ʥֿ                

  マテル・インターナショナル㈱  平井出 祐宏    

ʥֿ 

  小郡子ども劇場 丸谷一郎 

 


